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法
然
六
五
〇
年
の
御
忌

―

『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』『
勅
會
御
式
略
圖
全
』
の
翻
刻―
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燕
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松　

隆　

円

は
じ
め
に

　

法
然
は
、
長
承
二
（
一
一
三
三
）
年
四
月
七
日
、
美
作
国
久
米
南
条
稲
岡

荘
（
岡
山
県
久
米
郡
久
米
南
町
）
に
押
領
使
の
漆
間
時
国
の
長
子
と
し
て
生

ま
れ
た
。
母
は
秦
氏
の
出
身
で
あ
り
、法
然
は
幼
名
を
、勢
至
丸
と
い
っ
た
。

　

九
歳
の
と
き
、
漆
間
時
国
が
荘
預
所
明
石
定
明
と
の
争
い
の
際
に
傷
つ
い

て
亡
く
な
っ
た
。
時
国
は
、
枕
辺
で
法
然
に
遺
言
を
残
し
た
と
い
う
。

　
「
恨
み
を
は
ら
す
の
に
恨
み
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
人
の
世
に
恨
み
の

な
く
な
る
と
き
は
な
い
。
恨
み
を
超
え
た
広
い
心
を
持
っ
て
、
す
べ
て
の
人

が
救
わ
れ
る
仏
の
道
を
求
め
よ
」
と
。
こ
の
言
葉
に
し
た
が
い
法
然
は
、
菩

提
寺
の
観
覚
の
弟
子
と
な
っ
た
。
観
覚
は
、
法
然
の
叔
父
に
も
あ
た
る
。

　

一
三
歳
で
叡
山
に
登
り
源
光
に
師
事
す
る
。
そ
の
後
、
皇
円
の
室
に
移
り

剃
髪
授
戒
し
、
天
台
の
学
問
を
修
め
る
。
久
安
六
（
一
一
五
〇
）
年
に
西
塔

黒
谷
に
遁
世
し
、
叡
空
に
師
事
し
た
。

　

叡
空
は
、
良
忍
に
師
事
し
、
円
頓
戒
、
融
通
念
仏
、
如
法
な
ど
を
伝
え
、

『
円
頓
戒
法
秘
蔵
大
網
集
』を
し
る
す
な
ど
、
戒
師
と
し
て
名
高
い
。法
然（
法

然
房
源
空
）
の
名
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
後
、
黒
谷
に
お
い
て
勉
学
と
修
行
に
励
ん
だ
が
、
安
元
元（
一
一
七
五
）

年
、
専
修
念
仏
の
立
場
を
確
立
し
、
叡
山
を
下
っ
た
。
こ
の
年
が
浄
土
宗
開

宗
の
年
と
さ
れ
る
。

　

文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
、
天
台
の
顕
真
を
は
じ
め
と
す
る
諸
宗
の
碩
学

と
大
原
勝
林
院
に
お
い
て
念
仏
を
論
じ
た
大
原
談
議
を
お
こ
な
い
、
社
会
的

に
名
も
知
ら
れ
、
活
動
も
活
発
化
し
た
。

　

関
白
九
条
兼
実
へ
の
度
重
な
る
授
戒
、
東
大
寺
に
お
い
て
浄
土
三
部
経
講

説
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
建
久
九
（
一
一
九
八
）
年
に
は
兼
実
の
請
い
に
よ

り
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
著
し
て
い
る
。

　

法
然
の
元
に
は
、
証
空
、
隆
寛
、
弁
長
、
幸
西
、
親
鸞
な
ど
の
弟
子
が
集

ま
っ
た
。
し
か
し
、
門
下
に
よ
る
活
動
は
諸
宗
の
反
発
を
招
き
、
延
暦
寺
の

衆
徒
に
よ
る
訴
え
も
お
こ
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
建
仁
四
（
一
二
〇
四
）
年
に
は
『
七
箇
条
制
誡
』
を
つ
く
っ
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て
門
弟
を
戒
め
た
。
し
か
し
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
、
興
福
寺
に
よ
り
訴
状
が

朝
廷
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

建
永
元
（
一
二
〇
六
）
年
に
は
つ
い
に
念
仏
停
止
の
宣
旨
が
下
さ
れ
、
門

下
の
行
空
、遵
西
が
捕
ら
わ
れ
た
。
翌
年
に
は
遵
西
、住
蓮
ら
が
処
刑
さ
れ
、

法
然
自
身
も
藤
井
元
彦
の
罪
人
名
で
四
国
に
流
罪
と
な
っ
た
。

　

建
永
二
（
一
二
〇
七
）
年
末
に
勅
免
の
宣
旨
が
下
っ
た
が
帰
京
は
許
さ
れ

ず
、
摂
津
国
（
大
阪
府
）
勝
尾
寺
に
と
ど
ま
り
、
建
暦
元
（
一
二
一
一
）
年

に
よ
う
や
く
入
洛
が
許
さ
れ
、
東
山
大
谷
に
住
ん
だ
。

　

建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
一
月
に
、
門
弟
の
源
智
に
念
仏
の
肝
要
を
一
紙

に
記
し
た
『
一
枚
起
請
文
』
を
授
け
、
一
月
二
五
日
に
亡
く
な
っ
た
。

　

法
然
は
最
初
、
恵
心
僧
都
源
信
の
『
往
生
要
集
』
や
善
導
の
『
観
無
量
寿

経
疏
』
で
、
称
名
念
仏
を
確
立
し
た
。
そ
の
後
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に

お
い
て
、
そ
の
思
想
は
体
系
的
に
整
理
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
称
名
念
仏
を
一
つ
の
行
と
し
て
主
張
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
阿

弥
陀
仏
が
四
十
八
願
の
な
か
で
「
選
択
」
し
、『
阿
弥
陀
経
』
の
な
か
で
し

る
し
て
い
る
よ
う
に
、
釈
迦
と
諸
仏
が
認
め
た
行
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

た
だ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
行
は
、
民
衆
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ

る
も
の
の
、
諸
宗
の
非
難
を
受
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
法
然
の
思
想
が
、
正
し
く
広
ま
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た
。
法
然
の

門
下
に
お
い
て
も
、
証
空
の
西
山
義
、
隆
寛
の
多
念
義
、
幸
西
の
一
念
義
、

親
鸞
の
浄
土
真
宗
と
い
っ
た
念
仏
の
絶
対
性
を
強
調
す
る
派
と
、
弁
長
の
鎮

西
義
、
長
西
の
諸
行
往
生
義
な
ど
諸
宗
と
の
融
合
を
図
る
派
に
分
か
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
、法
然
の
教
え
が
浄
土
宗
の
み
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

諸
宗
へ
と
影
響
を
与
え
た
事
を
意
味
し
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
法
然
の
影
響

の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
法
然
に
対
し
て
、
入
滅
か
ら
四
八
六
年
が
経
っ
た
元
禄
一
〇

（
一
六
九
七
）
年
に
朝
廷
よ
り
「
圓
光
」
の
大
師
号
が
加
謚
さ
れ
て
い
る
。

　

法
然
の
年
忌
法
要
は
、
他
と
区
別
し
て
御
忌
と
い
う
。
御
忌
と
は
本
来
、

天
皇
・
皇
后
な
ど
の
年
忌
法
会
を
さ
す
が
、
大
永
四
（
一
五
二
四
）
年
に
後

柏
原
天
皇
が
、
法
然
を
偲
ん
で
特
別
に
許
可
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
日
本

仏
教
の
み
な
ら
ず
、
朝
廷
へ
の
法
然
の
影
響
が
小
さ
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を

法然（「披講の御影」藤原隆信作）
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裏
付
け
て
い
る
。

　

浄
土
宗
で
は
、
五
〇
年
を
区
切
り
に
お
こ
な
わ
れ
る
御
忌
を
「
遠
忌
」
と

よ
ん
で
い
る
。
一
般
に
は
、
一
三
年
以
上
の
五
〇
年
や
一
〇
〇
年
な
ど
の
遠

い
年
忌
を
い
う
。
浄
土
真
宗
で
は
、
親
鸞
の
遠
忌
の
こ
と
を
「
大
遠
忌
」
と

よ
ん
で
い
る
。

　

最
初
に
お
こ
な
わ
れ
た
遠
忌
は
、
法
然
没
後
の
五
〇
〇
年
目
に
あ
た
る
宝

永
八
（
一
七
一
一
）
年
だ
っ
た
。

　

五
〇
〇
年
以
降
、
五
〇
年
ご
と
に
お
こ
な
わ
れ
る
遠
忌
に
あ
わ
せ
、「
東

漸
」「
慧
成
」「
弘
覚
」「
慈
教
」「
明
照
」「
和
順
」
が
加
謚
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
の
八
〇
〇
年
に
も
「
法
爾
」
が
加
謚
さ
れ
た
。

　

大
師
と
は
、
大
導
師
の
意
味
で
あ
り
、
仏
菩
薩
や
高
徳
の
僧
の
敬
っ
て
つ

か
う
敬
称
で
あ
る
。
日
本
で
は
貞
観
八
（
八
六
六
）
年
、
最
澄
に
「
伝
教
」、

円
仁
に
「
慈
覚
」
の
称
号
を
贈
っ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
法
然
以
外
に
は
天
台
宗
で
は
伝
教
（
最
澄
）、
慈
覚
（
円
仁
）、

智
証
（
円
珍
）、
慈
慧
（
良
源
）、
慈
摂
（
真
盛
）、
慈
眼
（
天
海
）
が
、
真
言

宗
で
は
弘
法
（
空
海
）、
道
興
（
実
慧
）、
法
光
（
真
雅
）、
本
覚
（
益
信
）、
理

源
（
聖
宝
）、
興
教
（
覚
鑁
）
が
、
律
宗
で
は
月
輪
（
俊
芿
）
が
、
浄
土
真
宗

で
は
見
真
（
親
鸞
）、
慧
灯
（
蓮
如
）
が
、
曹
洞
宗
で
は
承
陽
（
道
元
）、
常

済
（
瑩
山
）
が
、臨
済
宗
で
は
無
相
（
関
山
）
が
、浄
土
宗
で
は
聖
応
（
良
忍
）

が
、
時
宗
で
は
円
照
（
一
遍
）
が
、
黄
檗
宗
で
は
真
空
（
隠
元
）
が
、
日
蓮

宗
で
は
立
正
（
日
蓮
）
が
加
謚
さ
れ
て
い
る
。

　

遠
忌
は
浄
土
宗
に
お
け
る
重
要
な
法
要
で
あ
り
、
大
師
号
が
加
謚
さ
れ
る

一
大
行
事
で
も
あ
る
。
い
っ
た
い
、
過
去
に
お
い
て
遠
忌
は
ど
の
よ
う
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
知
恩
院
で
お
こ
な
わ
れ
た
遠
忌
の
様
子
を
し
る
し
た
小
冊
子

で
あ
る
。

　

徳
川
時
代
に
三
回
出
版
さ
れ
て
い
る
。
版
元
は
、
惣
本
山
御
用
御
書
物
所

と
さ
れ
る
皇
都
書
林
の
澤
田
吉
左
衛
門
で
あ
る
。

　

最
初
は
、
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年
。
五
五
〇
年
に
あ
わ
せ
て
刊
行
さ

れ
た
。
二
回
目
は
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
、
六
〇
〇
年
に
あ
わ
せ
て
刊

行
さ
れ
た
。
三
回
目
は
、
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
、
六
五
〇
年
に
あ
わ
せ

て
刊
行
さ
れ
た
。

　

朝
廷
か
ら
の
勅
使
の
名
前
が
変
わ
っ
て
い
る
な
ど
の
若
干
の
改
訂
以
外

は
、
図
と
文
章
に
ほ
と
ん
ど
変
更
が
な
い
。
こ
れ
は
、
遠
忌
の
様
式
が
確
立

さ
れ
、固
定
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
関
連
す
る
史
料
と
し
て
『
勅
會
御
式
略
圖
全
』
が
あ
る
。
確
認
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
と
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
六
〇
〇
年
遠
忌
と
六
五
〇
年
遠
忌
の
日
程
と
参
会
者
名

簿
が
、
し
る
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
朝
廷
か
ら
の
勅
使
を
招
い
て
の
勅

会
法
要
が
は
じ
ま
っ
た
頃
よ
り
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
史
料
は
、
法
然
の
御
忌
が
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
の
か
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』
は
、
山
路
興
造
の
『
京

都
芸
能
と
民
俗
の
文
化
史
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
）
で
「
六
齋
念
仏
」
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の
説
明
と
し
て
挿
絵
が
一
部
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
で
、
こ
れ
ま
で

翻
刻
も
し
く
は
内
容
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
大
学
図

書
館
で
の
所
蔵
も
佛
教
大
学
だ
け
で
あ
り
、史
料
と
し
て
の
希
少
性
も
高
い
。

『
勅
會
御
式
略
圖
全
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
佛
教
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
翻
刻
も
し
く
は
内
容
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
。

　

法
然
の
御
忌
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
徳
川
時
代
に
お
け
る
浄
土
宗
の
社

会
的
位
置
づ
け
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
一
連
の
史
料
の
翻
刻
と
解
題
を
通
じ
て
、

史
料
紹
介
と
徳
川
時
代
に
お
け
る
御
忌
の
あ
り
方
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

【
凡
例
】

・
底
本
の
本
文
を
可
能
な
限
り
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

・ 

漢
字
は
底
本
に
従
っ
て
表
記
し
た
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
ず
そ
の
ま

ま
表
記
し
た
。

・
底
本
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
原
本
通
り
に
表
記
し
た
。

・「
ゝ
」「
〳
〵
」
な
ど
の
踊
り
字
の
符
号
は
、原
本
通
り
の
も
の
を
用
い
た
。

・
闕
字
は
一
字
あ
け
と
し
た
。

・
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。

・
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
に
句
読
点
を
付
し
た
。
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『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』
の
翻
刻

【
一
オ
】

元
祖
圓
光
大
師
六
百
五
十
年
御
忌
圖
録

抑
わ
が
元
祖
大
師
の
御
忌）

1
（

と
い
へ
る
は
、
昔
永
正
の
頃　

後
柏
原
院
大
師
の

遺
徳
を
崇
重
せ
さ
せ
給
ふ
餘
り
、
其
法
則
を
定
め
た
ま
ひ
、
宜
レ
修
二
法
然

上
人
御
忌
ヲ一

と
の　

詔）
2
（

あ
り
て
よ
り
、
こ
の
か
た
毎
年
正
月
十
九
日
よ
り
廿

五
日
迄
七
昼
夜
の
法
儀
い
と
嚴
重
に
行
は
る
ゝ
事
に
な
ん
侍
べ
る
。
御
忌
と

称
じ
来
れ
る
事
か
た
じ
け
な
く
も　

綸
言
に
出
た
れ
ば
、　

萬
葉
の
至
尊
と

そ
の
称
呼
を
同
く
し
、
か
つ
簡
別
の
言
葉
を
添
ざ
れ
ど
も
、
御
忌
と
だ
に
と

な
ふ
れ
は
、
人
み
な　

大
師
の
忌
な
り
と
心
得
侍
る
も
道
徳
の
や
ん
こ
と
な

さ
け
致
す
所
な
ら
ん
か
し
。
又　

朝
庭
よ
り
徽
號
を
栄
賜
有
事
は
、　

大
師

な
を
世
に
ま
し
ま
せ
し
時
、　

後
白
河
院
恵
光
菩
薩
の
號
を
賜
り
、　

後
鳥
羽

院
恵
光
佛
と
い
へ
る
御
額
を

【
一
ウ
】

給
ひ
、
入
滅
の
後
は
、　

四
條
院
蕐
頂
尊
者）

3
（

と
諡
し
賜
ひ
、　

後
嵯
峨
院
は
寛

元
二
年
正
月
十
日
知
恩
院
に　

幸
ま
し
ま
し
て
、
通
明
國
師）

4
（

の
號
を
給
は

り
、　

後
花
園
院
は
浄
蕐
院
第
十
世
等
熙
和
尚）

5
（

の　

奏
請
を
勅
許
あ
り
て
、

天
下
上
人
無
極
道
心
者
と
称
す
べ
き
よ
し　

綸
命
を
下
さ
れ
、　

後
柏
原
院

は　

青
蓮
院
宮
尊
鎮
法
親
王）

6
（

の　

奏
に
因
て
、光
照
大
士
の
御
額
を
賜
ひ
ぬ
。

又　

後
伏
見
院
御
信
仰
の
余
り
、
後
の
龜
鏡
に
備
へ
ん
と
て
、
比
叡
山
功
徳

院
の
舜
昌
法
印）

7
（

に　

詔
し
て
、　

大
師
の
行
状
繪
詞
四
十
八
巻
を
撰
集）

8
（

せ
し

め
、　

伏
見
院　

後
伏
見
院　

御
二
條
院
の
三
帝
宸
翰
を
染
さ
せ
お
わ
し
ま

し
、　

青
蓮
院
宮
尊
圓
法
親
王）

9
（

を
始
め
、
當
時
能
書
の
人
々
を
撰
て
繕
写
せ

し
め
給
ひ
、
画
圖
は
繪
所
土
佐
の
某）

10
（

也
。
よ
り
て
、
世
に　

勅
修
御
傳
と
は

称
じ
あ
へ
り
、
か
く
代
々
の 

帝
王　

御
崇
信
お
は
し
ま
し

【
二
オ
】

て
、
贈
號
も
度
々
な
り
し
か
ど
、
し
か
る
べ
き
因
縁
に
や
示
寂
よ
り
四
百
八

十
餘
年
に
至
る
迄
、
い
ま
だ
贈
大
師
號
な
か
り
し
を　

東
山
院
の
御
代
元
録

八
年 

征
夷
大
将
軍
よ
り
い
と
ね
ん
ご
ろ
に　

奏
請
な
し
給
ふ
け
れ
ば
、
本

寺
の
上
表
□
も
及
は
ず
し
て
、
朝
儀
す
で
に
さ
だ
ま
り
、
同
十
年
正
月
十
八

日
伏
原
少
納
言
を　

勅
使
と
し
て
圓
光
大
師
の
嘉
號
を
贈
り
賜
り
き
。
中
御

門
院
の
御
代
寶
永
八
年
五
百
年
の
御
忌
に
あ
た
り
て
、
又
東
漸
の
号
を
加
諡

し
給
ふ
。
勅
使
は
平
松
少
納
言
と
ぞ
聞
え
し
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に

　

詔
あ
り
て
、
七
昼
夜
の
中
の
日
を
し
め
て
、　

勅
會
の
法
儀
を
行
は
せ
給

ふ
。　

御
門
主
尊
統
法
親
王）
11
（

御
導
師
せ
さ
せ
給
へ
ば
、
参
詣
の
道
俗
袖
を
つ

ら
ね
て
群
を
な
し
、 

大
師
の
光
輝
も
弥
増
に
覚
え
侍
り
て
、
感
涙

【
二
ウ
】

袂
を
し
ほ
り
け
る
と
ぞ
。　

桃
園
院
の
御
代
寶
暦
十
一
年
五
百
五
十
年

の 
御
忌
に
も　

恵
成
の
號
を
加
諡
あ
り
て
、　

勅
使
は
高
辻
少
納
言
と
ぞ

う
け
給
る
。 

勅
會
も
同
じ
く
行
は
れ
、　

御
門
主
尊
峯
法
親
王）
12
（

御
導
師
つ

と
め
さ
せ
給
ひ
、
規
式
寶
永
の
た
め
し
に
か
は
ら
ず
と
な
ん
。　

光
格
天
皇

の
御
代
文
化
八
年
六
百
年
の
御
忌
に
も
弘
覚
の
號
を
加
諡
あ
り
て
、　

勅
使
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は
西
洞
院
少
納
言
と
ぞ
う
け
給
る
。　

勅
會
も
同
じ
く
行
れ
、　

御
門
主
尊

超
法
親
王）
13
（

御
導
師
つ
と
め
さ
せ
給
ひ
、
法
式
寶
暦
に
こ
と
な
ら
ず
。
今
年
万

延
二
辛

酉
年
六
百
五
十
年
の
御
忌
に
あ
た
り
し
か
ば
、　

今
上
皇
帝
忝
も
慈
教

大
師
の
號
を
加
へ
さ
せ
給
ふ
。
正
月
十
八
日　

勅
使
交
野
少
納
言）
14
（

知
恩
院
の

真
影
前
に　

勅
書
を
宣
揚
し
給
へ
り
。
そ
の
か
み
、　

大
師
智
恵
第
一
の
譽

ち
ま
た
に
み
ち
、
多
聞
廣
学
の
聞
へ
世
に
し
き
て
、
五
た
び
三
藏
の
靈
典
を

ひ
も
と
き
、
あ
ま
ね
く
諸
宗
の
薀
奥
に
通
し
、
ふ
か
く
佛
祖

【
三
オ
】

の
幽
致
を
探
り
は
じ
め
て
、
浄
土
の
真
門
を
吾
朝
に
ひ
ろ
め
、
一
切
の
群
類

を
か
の
樂
國
に
誘
ひ
、
迷
を
轉
じ
て
、
覚
り
を
得
せ
し
め
給
ふ
け
れ
ば
、
恐

れ
な
が
ら
此
御
諡
の
其
實
に
見
當
せ
し
事
あ
に
有
が
た
き
恩
栄
な
ら
ず
や
。

古
き
御
代
の
贈
號
は
年
席
つ
も
り
て
、
無
下
に
し
ら
ざ
る
人
も
侍
れ
ど
、
元

録
こ
の
か
た
の
諡
は
廣
く
世
に
弥
淪
し
て
、
あ
や
し
の
賤
の
男
賤
の
女
ま
で

と
も
に
う
ち
と
な
へ
て
、
餘
光
を
仰
が
ざ
る
は
な
し
。
同
廿
二
日
に
は
舊
章

に
し
た
が
ひ
、 

勅
會
の
法
事
い
と
お
こ
そ
か
に
行
ひ
給
ふ
。　

勅
使
参
堂

の
儀
と
い
ひ
、 

勅
修
法
會
の
式
と
い
ひ
、
ま
た
な
き
壯
觀
に
し
て
、
浄
土

宗
門
の
盛
事
な
れ
ば
、
今
そ
の
都
に
あ
り
な
が
ら
、
事
の
縁
に
障
ら
れ
て
、

そ
の
嚴
儀
を
拝
見
せ
ざ
り
し
も
の
ゝ
遺
憾
を
と
く
一
助
と
す
る
の
み
。

【
六
オ
】

正
月
十
八
日　

大
僧
正
唐
門）
15
（

よ
り
入
堂
御
行
列

雜
色　
　
　

素
袍
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同　

小
結
同
同
同

　
　

行あ
ん

者じ
や

雜
色　
　
　

素
袍
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同　

小
結
同
同
同

大
童
子
若
黨

　
　

中
童
子　

持
幡
童　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
役
者　

布
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
若
黨

童
同
　

 

説寺
家

艸
箱
持　

香寺
家

合
持

大
童
子

同
　
　

中
童
子　

持
幡
童　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
役
者　

布
衣

　
　
　

 　

布
衣
侍
者 

沓
退
紅

持　

 

六
役
同
同 

長
老
若
干
人 

西
堂
若
干
人 

青
侍
若
干人
人

大
僧
正 

照
白
張

傘
持　
　

 

笠
同

持

　
　
　

 　

布
衣
同　

 

艸
白
張

鞋
持 

六
役
同
同 

長
老
同　

 

西
堂
同　

 

青
侍
同

【
一
一
ウ
】

酉　

正
月
十
八
日

勅
使　
　

交
野
少
納
言
時
萬
朝
臣

　
　

少
内
記　
　
　

山
口
少
内
記
邦
昌

　
　

史　

生　
　
　

宗
岡
式
部
大
丞
經
成

　
　

召　

使　
　
　

青
木
兵
部
少
丞
行
誠

　
　

少
納
言
侍　
　

森
内
藏
大
属
正
篤

　
　

使　

部　
　
　

安
田
参
河
掾
源
良
能

【
一
二
オ
】

勅
使
御
宿
坊
よ
り
参
堂
御
行
列　

鎮
守
坂
よ
り
手
輿
に
召
替
ら
れ
、
鞍
馬
法

師
十
人
浄
衣
を
着
し
舁
な
り
。
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雜
色　
　
　
　
　
　

素
袍
同
同　

白
丁
同
同　

如
木　
　
　
　

 

布
衣

　
　
　

先
行
御
宿
坊

院

主　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
直
垂
同

雜
色　
　
　
　
　
　

素
袍
同
同　

白
丁
同
同　

同　
　
　
　
　

 

布
衣

　
　

布
衣
同 

沓
持
白
張　

　
　
　
　
　

 

白
張 

沓
持　
　
　
　
　

 

白
張 

沓
持

轅　
　
　
　
　
　
　
　

 
少
内
記 

布
衣　
　
　
　
　

 

史
生 

布
衣

　
　

布
衣
同 

笠
持
白
張　

　
　
　
　
　

 

白
張 

笠
持　
　
　
　
　

 

白
張 

笠
持

　
　
　

白
張　

沓
持　
　
　
　

白
張　

沓
持

召
使　
　
　
　
　
　
　

使
部

　
　
　

白
張　

笠
持　
　
　
　

白
張　

笠
持

【
一
二
ウ
】

「
六
齋
念
佛
修
行
之
圖
」

干
菜
山
光
福
寺
、
俗
に
ほ
し
な
寺
と
い
ふ
。

正
月
廿
三
日
巳
刻
、
知
恩
院
本
堂
前
ニ
而
。

鉦
五
十
人
、
片
側
ニ
廿
五
つ
ゝ
。

【
一
三
オ
】

　

本
堂

金
銀
菊
の
紋
、
た
い
こ
二
つ
。

金
銀
桔
梗
の
紋
、
た
い
こ
二
つ
。
向
イ
合
せ
な
り
。

平
た
い
こ
百
十
人
、
片
側
ニ
五
十
五
つ
ゝ
。

本
堂
の
前
、太
皷
鉦
左
右
に
列
し
て
打
。
住
持
は
石
燈
籠
の
間
、曲
彔
に
凭
、

日
笠
を
さ
し
か
け
る
。
左
右
に
僧
あ
り
。
右
は
わ
き
導
師
な
り
。
左
は
細
声

僧
な
り
。
同
し
く
後
に
、
右
左
俗
二
人
僧
一
人
宛
臺
鉦
の
役
あ
り
。

【
一
五
ウ
】

　

糸い
と

幡ば
た

幡は
た

の
胴ど
う

は
惣そ
う

金き
ん

に
て
、
地ぢ

紋も
ん

ほ
り
ぬ
き
也
。
長な
が

さ
五
尺
。
但た
だ
し、

上
の
間ま

に
は

天
人
の
像ぞ

う

一
躰た

い

あ
り
、
下
の
二ふ

た

間ま

に
は
お
の
〳
〵
ぼ
さ
つ
の
像
一
体た

い

づ
ゝ
あ

り
。
幡は

た

の
足あ
し

糸い
と

な
り
。
長な
が

さ
八
尺
。

　

平ひ
ら

幡ば
た

幡は
た

の
胴ど
う

金き
ん

襴ら
ん

な
り
。
長
さ
糸
ば
た
に
お
な
じ
く
。
三み

間ま

と
も
に
蓮れ
ん

花げ

の
う
へ

に
輪り
ん

宝ほ
う

あ
り
。
ぐ
る
り
は
雲く
も

の
紋も
ん

な
り
。
幡は
た

の
手て

足あ
し

い
づ
れ
も
五
色し
き

の
織を
り

分わ
け

な
り
。

【
一
六
オ
】

　

幡は
た

棹ざ
ほ

長
さ
三
間
半
。
わ
く
大
サ
五
尺
四
方
。

　

龍た
つ

が
し
ら
惣そ
う

金き
ん

龍
が
し
ら
に
玉た
ま

を
い
た
ゞ
く
。
是
す
な
わ
ち
龍
り
ゅ
う

神じ
ん

を
表ひ
や
うす
る
也
。

　

惣そ
う

幡は
た

尺た
け

壱
丈
三
尺
。
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【
一
六
ウ
】

「
糸
幡
之
圖
」
各
十
二
流

　

糸
織
色
五
品

　

淺
黄　

黄　

赤　

白　

黒

【
十
七
オ
】

「
平ひ
ら

幡ば
た

之の

圖づ

」
各
十
二
流

庭に
わ

幡ば
た

以
上
廿
四
流
な
か
れ

【
十
七
ウ
】

寳
暦
十
一
年
辛
巳
正
月

文
化
八
年
辛
未
正
月

萬
延
二
年
辛
酉
正
月
改
正

惣
本
山
御
用
御
書
物
所

　
　
　
　
　
　
　
　
知
恩
院
古
門
前

　
　
　

皇
都
書
林　
　

澤
田
吉
左
衛
門

頂山大法會圖録全
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（2ウ・3オ）

（1オ）

（1ウ・2オ）
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円光大師御廟之圖（5ウ）・（6オ）

知恩院細見之圖（4ウ・5オ）

知恩院細見之圖（3ウ・4オ）
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勅使鎮守坂行列之圖（8ウ・9オ）

大僧正行烈之圖（7ウ・8オ）

三ヶ山行烈之式（6ウ・7オ）



312

（11ウ・12オ）

勅使贈號勅章宣揚（10ウ・11オ）

勅使本堂前行烈之圖（9ウ・10オ）
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堂内初鑽唱導之圖（14ウ・15オ）

六齋念佛修行之圖（12ウ・13オ）

常の御忌廊下行烈式（13ウ・14オ）



314

（17ウ）

（15ウ・16オ）

糸幡之圖（16ウ）・平幡之圖（17オ）
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『
勅
會
御
式
略
圖
全
』
の
翻
刻

【
一
オ
】

今
と
し）

16
（

、　

圓
光
大
師
六
百
五
十
年
の
御
忌
に
あ
た
り
給
ひ
け
れ
は
、
例
の

こ
と
く
ね
む
こ
ろ
な
る　

勅
會
の
大
法
會
お
こ
な
は
れ
た
り
。
今
其
様
を
圖

し
て
、
梓
に
上
て
、
此
場
に
ま
う
て
、
さ
る
も
の
に
み
せ
し
め
、
此
會
に
過

た
る
も
の
に
忘
れ
さ
ら
し
め
、
む
い
に
す
。
と
も
に
こ
れ　

大
師
の
餘
徳
の

盛
な
る
を
あ
ふ
け
と
な
り
。
其　

御
導
師
の
御
行
粧
・
庭
上
の
舞
樂
・
堂
上

の
法
筵
美
麗
な
り
。
嚴
重
な
る
事
圖
に
よ
り
て
、
み
は
、
し
け
き
詞
を
ま
た

じ
。

　

萬
延
二
酉
の
と
し

【
一
ウ
】

萬
延
二
辛
酉
年
正
月
於
總
本
山
知
恩
院

圓
光
大
師
六
百
五
十
回
御
忌

十
八
日

勅
使
交
野
少
納
言
殿
を
以
て
、　

慈
教
大
師
の
徽
號
を
贈
賜
ふ
。

廿
二
日

勅
會
御
法
事

御
導
師
宮
御
方
卯
半
刻
御
出
門
に
て
御
参
堂
。

勅
詔
に
よ
つ
て
、　

朝
廷
よ
り
御
参
役
。

【
二
オ
】

着
座
公
卿　
　
　
　
　
　

正
親
町
三
條
大
納
言
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
松
中
納
言
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
原
右
衛
門
督
殿

勅
會
御
奉
行　
　
　
　
　

清
閑
寺
權
右
中
辨
殿

樂
行
事　
　
　
　
　
　
　

櫛
笥
中
将
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
少
将
殿

布
施
取
殿
上
人　
　
　
　

石
山
左
京
太
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
右
馬
權
頭
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
生
修
理
權
太
夫
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
屋
左
衛
門
佐
殿

【
二
ウ
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薮
新
太
夫
殿

堂
童
子　
　
　
　
　
　
　

慈
光
寺
右
馬
頭
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
野
治
部
太
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
室
戸
伊
勢
權
介
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
中
務
權
大
輔
殿

執
綱　
　
　
　
　
　
　
　

三
室
戸
伊
勢
權
介
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
中
務
權
大
輔
殿

執
蓋　
　
　
　
　
　
　
　

藤
嶋
差
次
藏
人

衆
僧
前
大
夫　
　
　
　
　

津
田
伊
勢
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
山
長
門
守
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【
三
オ
】

出
納　
　
　
　
　
　
　
　

出
納
内
藏
權
頭

御
藏　
　
　
　
　
　
　
　

山
科
筑
前
守

所
衆　
　
　
　
　
　
　
　

土
橋
紀
伊
守

主
殿
寮　
　
　
　
　
　
　

小
野
備
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
筑
前
守

圖
書
寮　
　
　
　
　
　
　

藤
井
圖
書
大
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
圖
書
少
允

舞
人
樂
人
兒　
　
　
　
　

名
前
畧
之

【
三
ウ
・
上
】

「
御
本
殿
ヨ
リ
本
堂
前
幄
屋
マ
テ
御
行
粧
」

武
家
雜
色

一
心
院

【
三
ウ
・
下
】

御
後
押

武
家
雜
色

僧
俗
群
行

御
用
人

　

石
田
阿
波
介

【
四
オ
・
上
】

一
心
院
門
中

□
林
菴

阿
弥
陀
寺

同
　

竹
林
院

　

正
行
院

【
四
オ
・
下
】

石
州

　

大
願
寺

越
後

　

大
善
寺

江
州

　

春
瑞
院

【
四
ウ
・
上
】

一
心
院
役
僧

同
　

大
坂
願
生
寺

　

松
前
正
行
寺

同
　

天
性
寺
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西
念
寺

【
四
ウ
・
下
】

信
州
忠
恩
寺

同　

善
導
寺

攝
州
阿
弥
陀
寺

藝
州
瑞
雲
寺

羽
州
迎
接
寺

同　

菩
提
寺

信
州
松
源
寺

羽
州
本
覚
寺

伊
豫
松
源
院

伊
丹
法
嚴
寺

信
州
教
念
寺

攝
州
西
運
寺

【
五
オ
・
上
】

同
　

大
坂
専
念
寺

　

同
西
照
寺

同
　

同
本
誓
寺

　

同
大
蓮
寺

同
　

同
西
性
寺

　

同
光
傳
寺

【
五
オ
・
下
】

仙
臺
善
導
寺

諏
訪
紫
雲
寺

越
後
来
迎
寺

肥
前
浄
土
寺

有
馬
念
仏
寺

播
州
遍
照
寺

伊
丹
正
覚
寺

丹
州
無
量
寺

信
州
延
命
寺

但
馬
頂
福
寺

周
防
八
正
寺

伊
豫
長
建
寺

【
五
ウ
・
上
】

同
　

同
源
聖
寺

　

同
善
福
寺

同
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同
法
圖
寺

　

同
浄
國
寺

同
　

同
専
修
院

　

同
光
明
寺

【
五
ウ
・
下
】

周
防
法
静
寺

同　

無
量
寺

周
防
専
光
寺

同　

戒
善
寺

越
前
白
道
寺

日
向
安
養
寺

信
州
柏
心
寺

同　

浄
運
寺

出
羽
浄
光
寺

津
軽
浄
圓
寺

出
羽
梵
行
寺

同　

西
念
寺

【
六
オ
・
上
】

同
　

同
心
光
寺

　

同
法
音
寺

同
　

同
重
願
寺

　

同
超
石
寺

同
　

同
金
菱
院

　

同
宗
念
寺

【
六
オ
・
下
】

信
州
願
行
寺

同　

西
方
寺

同　

安
樂
寺

同　

呈
蓮
寺

信
州
天
用
寺

同　

芳
泉
寺

堺　

安
樂
寺

伊
丹
正
覚
寺

桑
名
光
徳
寺

伏
見
大
光
寺

周
防
秀
嚴
寺

富
山
来
迎
寺

同　

光
明
寺
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【
六
ウ
・
上
】

同
　

同
法
善
寺

　

同
善
龍
寺

同
　

和
州
西
迎
院

　

大
坂
宗
慶
寺

同
　

道
頓
堀
竹
林
寺

　

紀
前
長
安
寺

【
六
ウ
・
下
】

和
州
大
願
寺

藝
州
称
名
寺

和
州
極
樂
寺

寺
田
念
仏
寺

肥
後
莊
嚴
院

泉
州
西
林
寺

江
戸
教
善
寺

因
州
幸
盛
寺

遠
州
撰
要
寺

同　

大
見
寺

箱
館
称
名
寺

河
内
臺
鏡
寺

【
七
オ
・
上
】

同松
前
光
善
寺

和
州
浄
願
寺

倒
蓮
苑

　

安
養
寺

堺
　

旭
蓮
社

【
七
オ
・
下
】

筑
前
正
覚
寺

紀
前
西
念
寺

明
石
本
誓
寺

甲
州
長
安
寺

大
坂
龍
渕
寺

同　

銀
山
寺

同　

九
應
寺

同　

大
林
寺

同　

念
仏
寺

同　

大
善
寺

京　

勝
圓
寺
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大
坂
光
善
寺

【
七
ウ
・
上
】

大
坂
前
光
明
寺

准
院
家
格

　

松
壽
光
院

【
七
ウ
・
下
】

綾
井

　

専
称
寺

和
州

　

称
名
院

池
田

　

法
園
寺

有
馬

　

極
樂
寺

堺
　

遍
照
寺

攝
州

　

法
泉
寺

【
八
オ
・
上
】

御
先
拂

御
先
進

　

春
長
寺

同
　

報
恩
寺

同
　

聖
徳
寺

【
八
オ
・
下
】

四
州

　

常
念
寺

初
鹿
脊

　

東
光
寺

石
州

　

長
福
寺

信
州

　

西
方
寺

京
　

大
蓮
寺

池
田

　

西
光
寺

【
八
ウ
・
上
】

同
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専
念
寺

同
　

西
方
寺

同
　

龍
岸
寺

同
　

浄
雲
寺

【
八
ウ
・
下
】

伯
州

　

心
光
寺

丹
後

　

見
樹
寺

豊
後

　

浄
土
寺

日
野

　

信
樂
院

泉
州

　

西
福
寺

備
中

　

誓
願
寺

【
九
オ
・
上
】

同
　

見
性
寺

同
　

大
超
寺

同
　

正
法
院

【
九
オ
・
下
】

大
坂

　

和
光
寺

八
幡

　

西
光
寺

日
野

　

大
聖
寺

大
津

　

花
階
寺

江
戸

　

壽
松
院

御
好
身
衆

【
九
ウ
・
上
】

御
徒
士
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小
結

大
童
子

【
九
ウ
・
下
】

赤
間
関
引
攝
寺

兼
准
院
家

　

攝
取
光
院

長
崎
三
臺
寺

兼
准
院
家

　

歡
喜
光
院

【
一
〇
オ
・
上
】

中
童
子

持
幡
童

従
僧

　

寛
教　

聖
随

　

頂
圓　

良
壽

十
弟
子

来紀
前

迎
寺　

性越
後

生
院

西
園
寺　

善
導
寺

大
泉
寺　

上
徳
寺

本
覚
寺　

清
光
寺

大
光
寺　

超
勝
院

【
一
〇
オ
・
下
】

長
崎
大
音
寺

兼
准
院
家

　

獅
子
吼
院

防
州
瑞
相
寺

兼
准
院
家

　

大
超
院

【
一
〇
ウ
・
上
】

松
室
近
江
介

岡
本
駿
河
介

【
一
〇
ウ
・
下
】

飛

大
旌
寺

兼
准
院
家

　

香
莊
嚴
院

准
院
家

　

蓮
花
光
院

　

兼
當
麻
奥
院

【
一
一
オ
・
上
】

安
藤
播
磨
介
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【
一
一
オ
・
下
】

勢
州
照
源
寺

兼
准
院
家

　

大
菩
提
院

御
山
内
入
信
院

兼
准
院
家

　

白
毫
光
院

【
一
一
ウ
・
上
】

御
青
士

侍
法
師

【
一
一
ウ
・
下
】

御
中
押

【
一
二
オ
・
上
】

御
車
副

【
一
二
オ
・
下
】

總
供
之
白
丁

【
一
二
ウ
・
上
】

上
童
子

　

勘
解
由
小
路
捨
丸
殿

【
一
二
ウ
・
下
】

諸
大
夫

　

谷
野
土
佐
守

諸
大
夫

　

角
田
加
賀
守

【
一
三
オ
・
上
】

坊
官

　

小
山
大
藏
卿
法
印

坊
官

　

岩
波
民
部
卿
法
橋

【
一
三
オ
・
下
】

坊
官

　

樫
田
宰
相
法
橋

坊
官

　

武
田
式
部
卿
法
橋

【
一
六
ウ
】

勤
役
衆
僧　
　
　
　
　
　

天
性
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
求
院
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以
徳
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
玄
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
源
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
称
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
照
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
照
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
重
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崇
泰
院

會
奉
行　
　
　
　
　
　
　

保
徳
院

【
一
七
オ
】

座
見　
　
　
　
　
　
　
　

大
雲
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
養
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
念
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

權
現
寺

御
列
方　
　
　
　
　
　
　

青
木
玄
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渉
澄
采
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
主
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口
監
物
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（1ウ・2オ）

（1オ）

勅會御式略圖全
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（2ウ・3オ）

御本殿ヨリ本堂前幄屋マテ御行粧（3ウ・4オ）

（4ウ・5オ）
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（7ウ・8オ）

（6ウ・7オ）

（5ウ・6オ）
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（10ウ・11オ）

（9ウ・10オ）

（8ウ・9オ）
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（11ウ・12オ）

（12ウ・13オ）

幄之屋ヨリ本堂マテ御行粧（13ウ・14オ）
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舞樂之圖（14ウ・15オ）

御道場之圖（15ウ・16オ）

（16ウ・17オ）
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解
題

　

浄
土
宗
を
開
い
た
法
然
の
影
響
は
、
一
宗
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
日
本
に
お

け
る
称
名
念
仏
の
元
祖
と
し
て
、
他
宗
や
日
本
文
化
に
与
え
た
影
響
も
小
さ

く
な
い
。

　

阿
弥
陀
仏
の
誓
願
を
信
じ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
を
口
に
出
し
て

称
え
れ
ば
、
極
楽
に
往
生
で
き
る
と
い
う
思
想
は
、
庶
民
は
も
と
よ
り
公
家

や
武
家
も
帰
依
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
一
僧
侶
で
あ
る
法
然
の
年
忌
が
、
天
皇
と
同
様
に
御
忌
と

よ
ば
れ
、
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

法
然
の
年
忌
法
要
は
、建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
一
月
二
五
日
に
亡
く
な
っ

て
か
ら
、
一
周
忌
、
三
回
忌
と
修
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、

五
〇
回
忌
、
一
〇
〇
回
忌
、
一
五
〇
回
忌
と
、
節
目
ご
と
の
法
要
も
修
め
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
寛
永
一
〇
（
一
六
三
三
）
年
の
大
火
で
、
御
影
堂
、
集

会
堂
、
方
丈
な
ど
の
建
物
と
と
も
に
知
恩
院
の
古
記
録
が
焼
失
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
過
去
に
ど
の
よ
う
な
法
要
が
修
め
ら
れ
た
か
知
る
こ
と
は
難
し

い
。

　

浄
土
宗
に
は
、
法
然
の
門
弟
で
多
念
義
を
唱
え
た
隆
寛
が
し
る
し
た
『
知

恩
講
私
記
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
月
忌
の
法
式
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
御

忌
法
要
が
確
立
さ
れ
る
と
き
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、『
知
恩
講
私
記
』
を
読
み
解
け
ば
、
過
去
に
お
け
る
法
然
の

年
忌
が
ど
の
よ
う
に
修
め
ら
れ
て
き
た
か
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
御
忌
と
い
う
形
態
と
そ
れ
以
前
の
年
忌
法
要
は
そ
の
内
容
や
規

模
は
大
き
く
異
な
る
だ
ろ
う
。

　

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
、
八
〇
〇
年
の
遠
忌
が
知
恩
院
に
お
い
て

修
め
ら
れ
た
。
法
要
の
形
態
は
、
正
徳
元
（
一
七
一
一
）
年
の
五
〇
〇
年
の

と
き
に
定
め
ら
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
変
わ
ら
ず
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
後
柏
原
天
皇
の
知
恩
院
に
て
法
然
上
人
の
御
忌
を
七
日
間
に
わ
た
っ

て
勤
め
よ
と
の
詔
に
も
と
づ
く
。

　

以
降
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
に
法
要
期
間
が
四
月
に
変
更
さ
れ
る

ま
で
、
毎
年
一
月
一
九
日
か
ら
二
五
日
ま
で
法
然
の
忌
日
法
要
が
修
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
法
要
は
、
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。

　

一
つ
は
、
法
然
に
対
す
る
年
忌
法
要
で
あ
る
。
そ
の
法
要
は
、
今
日
で
は

「
古
式
法
要
会
」
と
よ
ば
れ
、
五
〇
〇
年
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
声
明
を
今

に
再
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（
四
十
八
巻
伝
）
巻
九
に
「
上
人
礼
盤
に
の
ぼ
り

て
敬
白
、
其
後
錫
杖
を
誦
し
、
懺
法
を
は
じ
め
た
ま
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
声
明
は
法
然
自
身
が
お
こ
な
っ
て
い
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
。

　

二
つ
は
、「
勅
使
法
要
会
」
で
あ
る
。
勅
使
を
招
き
、
御
影
堂
の
中
心
に

座
す
勅
使
を
、
満
堂
の
僧
侶
が
取
り
囲
む
な
か
お
こ
な
う
贈
号
の
儀
式
で
あ

る
。

　

こ
の
勅
使
法
要
会
は
、
五
〇
〇
年
、
五
五
〇
年
、
六
〇
〇
年
、
六
五
〇
年

と
四
回
修
め
ら
れ
、
中
御
門
天
皇
よ
り「
東
漸
」、
桃
園
天
皇
よ
り「
慧
成
」、

光
格
天
皇
よ
り
「
弘
覚
」、
孝
明
天
皇
よ
り
「
慈
教
」
と
加
諡
さ
れ
た
。
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そ
の
後
の
、
七
〇
〇
年
以
降
は
時
代
が
明
治
、
昭
和
と
な
り
、
勅
使
を
迎

え
て
の
法
要
は
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
徳
川
時
代
と
か
わ
ら
ず
大
師
号
が
加

諡
さ
れ
た
。
八
〇
〇
年
で
は
、
法
然
が
叡
空
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
法
然
の
名

の
由
来
と
同
様
、
自
然
法
爾
か
ら
「
法
爾
大
師
」
が
加
諡
さ
れ
て
い
る
。

　

自
然
法
爾
と
は
、
親
鸞
の
書
簡
集
『
末
燈
鈔
』
に
よ
れ
ば
、「
自
然
と
い

ふ
は
、
自
は
を
の
づ
か
ら
と
い
ふ
、
行
者
の
は
か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
、
然
と
い

ふ
は
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
は
行
者
の
は

か
ら
ひ
に
あ
ら
ず
」
と
、
自
力
を
す
て
て
阿
弥
陀
仏
の
他
力
に
つ
つ
ま
れ
、

身
を
委
ね
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

清
和
天
皇
の
貞
観
八
（
八
六
六
）
年
、
円
仁
に
慈
覚
の
、
最
澄
に
伝
教
の

大
師
号
が
初
め
て
贈
ら
れ
て
以
降
、
空
海
に
弘
法
と
、
天
台
宗
と
真
言
宗
で

は
す
で
に
加
諡
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
両
宗
が
平
安
時
代
よ
り
、
朝
廷
と

結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

浄
土
宗
に
お
い
て
も
、
法
然
に
圓
光
が
加
諡
さ
れ
た
の
は
、
浄
土
宗
に
帰

依
し
て
い
た
徳
川
家
が
絶
大
な
権
力
の
地
位
に
あ
り
、
朝
廷
へ
の
影
響
力
が

あ
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

　

三
つ
は
、「
念
仏
会
法
要
」
で
あ
る
。
僧
俗
が
と
も
に
念
仏
を
称
え
る
法

要
で
あ
る
。『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』
か
ら
は
、
六
斎
念
仏
が
修
め
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

六
斎
念
仏
と
は
、
京
都
を
中
心
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
念
仏
踊
の
一

つ
で
あ
る
。
鉦
を
叩
き
念
仏
を
詠
唱
す
る
も
の
が
、
笛
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
、

踊
り
や
獅
子
舞
な
ど
を
伴
う
も
の
に
発
展
し
た
。
念
仏
会
法
要
で
は
、
僧
俗

が
と
も
に
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を
通
じ
て
の
、
民
衆
の
教
化
と
い
う
目
的
が

あ
る
。

　

干
菜
山
光
福
寺
は
現
存
す
る
寺
院
で
あ
り
、道
空
が
開
山
し
た
と
さ
れ
る
。

道
空
は
、
六
斎
念
仏
を
世
に
広
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
そ
の
由
緒
を
も
っ
て

後
柏
原
天
皇
か
ら
六
斎
念
仏
総
本
寺
の
勅
号
を
賜
っ
た
。

　

庭
儀
と
し
て
勅
使
が
参
堂
に
行
列
す
る
際
に
、「
鎮
守
坂
」
を
通
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
現
在
「
女
坂
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
坂
を
指
し
て
い
る
。

　
『
勅
會
御
式
略
圖
全
』
に
よ
る
と
、
行
列
の
先
頭
を
い
く
の
は
一
心
院
と

そ
の
門
中
で
あ
る
。
一
心
院
は
、
法
然
の
遺
骨
を
安
置
す
る
「
御
廟
」
の
向

か
い
に
位
置
す
る
寺
院
で
あ
る
が
、知
恩
院
と
は
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　

称
念
が
、
青
蓮
院
か
ら
寺
地
を
与
え
ら
れ
て
創
建
し
た
も
の
で
、
称
念
は

世
俗
を
離
れ
、
念
仏
修
行
を
お
こ
な
う
一
派
を
形
成
し
、
一
心
院
流
（
現
在

の
浄
土
宗
捨
世
派
）
と
称
し
た
。
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
年―

一
七
〇
四
年
）

に
は
一
〇
〇
ヶ
寺
を
超
え
る
末
寺
を
有
し
て
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
行
列
に
参
加
し
た
寺
院
は
、
日
本
各
地
に
お
よ
ぶ
。
理
由
は
不

明
で
あ
る
が
、
相
対
的
に
現
在
の
大
阪
、
兵
庫
、
長
野
の
寺
院
が
多
く
、
将

軍
家
の
膝
元
で
あ
る
は
ず
の
東
京
や
地
元
で
あ
る
京
都
の
寺
院
ほ
と
ん
ど
な

い
。

　

東
日
本
で
は
青
森
や
宮
城
な
ど
、
西
日
本
で
は
熊
本
、
長
崎
、
福
岡
、
山

口
、
愛
媛
、
鳥
取
な
ど
か
ら
参
加
し
て
い
る
寺
院
が
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
勅
使
法
要
会
に
参
加
す
る
寺
院
が
定
め
ら
れ
た
の

か
。
仏
教
寺
院
に
お
け
る
本
寺
と
末
寺
の
封
建
的
階
級
制
度
で
あ
る
本
末
制

度
に
お
い
て
、
寺
格
の
高
さ
も
し
く
は
寄
進
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
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『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』
に
登
場
す
る
「
糸
幡
」「
平
幡
」
に
つ
い
て
、

詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
浄
土
宗
お
よ
び
総
本
山
知
恩
院
に
問
い
合
わ
せ
を
し

た
が
、
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
仏
具
の
一
つ
と
い
う
程
度
の
位
置
づ
け

で
あ
り
、
法
要
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
意
味
や
目
的
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』
の
挿
絵
に
お
け
る
行
列
の

図
に
度
々
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
行
列
の
な
か
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、『
勅
會
御
式
略
圖
全
』に
は
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、

勅
使
法
要
会
以
外
で
使
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
現
在
も
、
御
忌
で
は
新
調
さ

れ
た
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

知
恩
院
は
、
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
七
万
三
〇
〇
〇
石
の
寄
進
を
徳

川
家
よ
り
受
け
、
御
影
堂
、
集
会
堂
、
大
方
丈
、
小
方
丈
と
い
っ
た
大
伽
藍

を
建
立
し
た
。
こ
の
と
き
、
山
地
を
平
地
化
す
る
た
め
の
工
事
も
お
こ
な
わ

れ
た
。

　
『
蕐
頂
山
大
法
會
圖
録
全
』
に
は
「
知
恩
院
細
見
之
圖
」
が
あ
る
が
、
今

の
知
恩
院
境
内
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
五
〇
〇
年
以
来
、
ほ
ぼ
同
様
の
場
所
で
、
同
様
の
法
要
が
営
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

御
忌
は
、催
事
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
五
五
〇
年
の
と
き
に
、

霊
沢
に
よ
る
発
起
で
二
十
五
霊
場
め
ぐ
り
が
確
立
し
た
。
こ
れ
は
、
巡
拝
に

よ
り
法
然
の
誕
生
か
ら
入
滅
ま
で
の
足
跡
を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
、
念
仏
信

仰
を
保
つ
よ
う
に
と
の
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
に
は
、『
圓
光
大
師
御
遺
跡
二
十
五
箇
所
案
内
記
』

と
い
う
冊
子
も
刊
行
さ
れ
、
多
く
の
者
が
参
拝
に
訪
れ
た
。

　

ま
た
、
六
〇
〇
年
の
と
き
に
は
、
遠
忌
の
五
年
前
で
あ
る
文
化
三
（
一
八

〇
六
）
年
に
『
御
忌
勧
誘
記
』
が
知
恩
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
六
五
〇
年
の

と
き
に
も
、
同
じ
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
は
、
遠
忌
に
向
け
て
の
心
構
え
や
作
法
だ
け
で
は
な
く
、
知
恩
院

を
は
じ
め
と
す
る
本
山
の
御
忌
法
要
に
参
加
す
る
た
め
に
費
用
を
貯
蓄
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　

遠
忌
は
、
一
宗
の
宗
祖
の
年
忌
法
要
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
朝
廷
や
民

衆
を
巻
き
込
ん
で
の
大
き
な
催
し
で
あ
っ
た
。
行
列
に
は
、
遠
く
東
北
や
九

州
か
ら
も
参
加
す
る
寺
院
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
専
修
念
仏
や
法
然
に
対
す
る
信
仰
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
五
〇

年
に
一
度
の
、
人
生
に
一
度
体
験
で
き
る
か
否
か
の
盛
大
な
、
い
わ
ば
「
祭

り
」
と
し
て
御
忌
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

そ
の
後
の
遠
忌
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
の
七
〇
〇
年
は
、
親
鸞
の
六
五
〇
年
大
遠
忌

の
年
で
も
あ
っ
た
。
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
に
、
京
都―

神
戸
間
で
鉄

道
が
開
通
し
、
奈
良
電
気
鉄
道
や
京
都
市
電
が
で
き
る
な
ど
、
開
通
し
た
鉄

道
を
利
用
し
て
多
く
の
団
体
参
詣
者
が
京
都
に
集
ま
っ
た
。

　

法
要
期
日
が
、
三
月
一
日
か
ら
七
日
と
四
月
一
九
日
か
ら
二
五
日
の
二
期
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に
分
け
ら
れ
、
前
半
だ
け
で
五
〇
万
人
近
い
参
拝
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

京
都
駅
だ
け
で
は
参
詣
者
を
収
容
し
き
れ
ず
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年

か
ら
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
に
京
都
駅
が
開
業
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
、

暫
定
的
に
大
阪
か
ら
の
終
着
駅
だ
っ
た
梅
小
路
仮
停
車
場
が
、
西
本
願
寺
お

よ
び
知
恩
院
の
大
法
会
参
拝
団
体
旅
行
客
の
み
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
参
拝
者
が
京
都
か
ら
帰
る
お
り
も
大
混
乱
だ
っ
た
。
朝
日
新

聞
は
、
岐
阜
や
米
原
で
電
車
に
乗
り
遅
れ
た
乗
客
の
様
子
を
取
り
あ
げ
て
い

る
。

　

五
〇
〇
年
以
来
、
五
〇
年
ご
と
に
加
諡
さ
れ
続
け
た
大
師
号
は
、
明
治
天

皇
か
ら
も
「
明
照
大
師
」
と
加

諡
さ
れ
た
。

　

昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
、

七
五
〇
年
が
修
め
ら
れ
た
。
電

気
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
音
楽
法
要

や
、
本
堂
に
入
り
き
れ
な
い
参

拝
者
た
ち
の
た
め
に
、
境
内
一

八
ヶ
所
に
設
け
ら
れ
テ
レ
ビ
に

よ
る
実
況
中
継
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
参
拝
者
の
数
は
、
一

日
で
五
万
人
を
数
え
た
と
い

う
。

　

大
師
号
は
、
昭
和
天
皇
か
ら
、「
和
順
大
師
」
と
加
諡
さ
れ
た
。

　

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
の
八
〇
〇
年
は
、同
年
三
月
一
一
日
に
お
こ
っ

た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
一
部
予
定
が
変
更
さ
れ
た
も
の
の
、

修
め
ら
れ
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
法
然
門
下
の
各
宗
派
お
よ
び
浄
土
宗
内
の
総
大
本

山
に
よ
る
、
浄
宗
会
各
本
山
流
儀
に
よ
る
法
要
が
修
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

知
恩
院
に
お
い
て
一
一
の
各
総
大
本
山
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
承
し
て
い
る
流
儀

や
作
法
で
法
要
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
師
号
は
、
今
上
天
皇
か
ら
、「
法
爾
大
師
」
と
加
諡
さ
れ
た
。

　

二
五
〇
年
前
に
確
立
し
た
法
要
を
踏
襲
し
つ
つ
、
時
代
に
即
し
た
形
で
遠

忌
は
修
め
ら
れ
て
い
る
。

朝日新聞　1911年4月28日

朝日新聞　1961年3月2日

加諡「法爾大師」
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遠
忌
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
人
々
の
法
然
や
信
仰
に
対
す
る
想
い

を
う
か
が
い
知
る
一
端
と
な
る
だ
ろ
う
。

付
記

　

翻
刻
は
姜
鶯
燕
が
、
解
題
は
平
松
隆
円
が
主
と
し
て
分
担
し
、
本
稿
は
共

同
で
執
筆
し
た
が
、
そ
の
責
任
は
両
者
が
等
し
く
負
う
も
の
で
あ
る
。
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跡
。
伏
見
天
皇
の
第
六
皇
子
。

（
10
） 

土
佐
吉
光
の
こ
と
。
正
和
年
間
に
内
裏
紫
宸
殿
の
賢
聖
障
子
を
描
い
た
。

（
11
） 

知
恩
院
宮
門
跡
第
三
代
。
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王
の
皇
子
。

（
12
） 

京
極
宮
家
仁
親
王
の
王
子
。
桜
町
帝
の
養
嗣
子
。

（
13
） 

有
栖
川
宮
織
仁
親
王
の
第
八
王
子
。
光
格
天
皇
の
養
子
、
の
ち
徳
川
家
斉
の

猶
子
と
な
る
。

（
14
） 

権
少
納
言
で
侍
従
を
か
ね
、
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
の
勅
許
を
は
ば
む
た

め
、
中
山
忠
能
ら
に
よ
る
反
対
運
動
に
加
わ
っ
た
。

（
15
） 

大
方
丈
玄
関
に
通
ず
る
門
で
、
寛
永
一
八
（
一
六
四
一
）
年
に
造
営
さ
れ
た
。

（
16
） 

万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
。


